必要に応じて、パワーポイント形式の資料を添付することも可能です。ただし、その場合はパワーポイント資料のどのページが以下のどの項目に該当するか明記してください。
様式Ⅱ　提案書の2

「オリンピック・パラリンピック基本方針推進調査」に係る試行プロジェクト　

公募提案書
１．試行プロジェクトの提案
	（１）試行プロジェクトの実施背景と目的

	（試行プロジェクトを行うに至った背景・課題認識、実施目的をご説明ください）
※新規のイベント・行事等を本試行プロジェクトで実施する場合は、その理由も明記してください。


	（２）試行プロジェクトの分野・タイプ

	（試行プロジェクトの分野を以下選択肢から選びチェック✓してください（複数選択可））。

□デザイン　　□ファッション　　□音楽　　□演劇・舞踊　　□美術・写真　　□映像・アニメーション　
□メディア芸術　　□生活文化関連　　□建築　　□和食・日本酒等の食文化　　□伝統的工芸品　
□その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（試行プロジェクトのタイプを以下選択肢から選び、最低一つの欄を必ずチェック✓してください（複数選択可））。

□多言語対応等の海外に向けた情報発信　　　□障がい者向けバリアフリー対応　
□国際標準化・国際規格化の促進


	（3） 試行プロジェクトの具体的内容・スケジュール

	（試行プロジェクトの具体的な取組み内容）　
※多言語対応、バリアフリー対応、国際標準化・国際規格化対応のいずれかについて、その内容を必ず記載してください。
（3,000万円（税込）を上限とする事業を申請される場合）

※公募要領に記載の要件（参加者の規模（1,000人以上目安）、文化の情報発信拠点となりうる場所での開催、当該場所を利用するに当たっての行政機関等、関係者との調整状況、2020年における具体的な実施計画）について必ず記載ください。
（試行プロジェクトの実施スケジュールをご説明ください）


	（４）期待される効果

	（本試行プロジェクトによる成果をどのように効果検証し、事業実施によりどのような成果が期待できるのか、ご説明ください。）
※多言語対応、バリアフリー対応、国際標準化・国際規格化対応を含む本試行プロジェクトの実施により、文化の普及、魅力発信にどのような効果が期待されるか、その検証方法についてご説明ください。



	（５）将来計画

	（2020年東京オリパラ大会に向けて何を実現するのか、2020年東京オリパラ大会開催年に何をするのか、2020年東京オリパラ大会以降何につなげていくかを説明してください。）
【2020年までの事業計画】
【2020年の事業計画】
【2020年以降の事業計画】



２．実施体制
（１）事業の全体像の実施体制
	＜表＞実施体制
関係事業者（例）
実施内容・役割
事業実施団体

協力団体
協力団体
・・・・

【体制図】
（上記関係事業者の相互関係が分かるように記入してください）
【特記事項】



（２）本公募事業を円滑に遂行する上での強み
	（これまでの関連事業の実績やノウハウ、人的ネットワーク等をご説明ください。）



３．特記事項
その他、本公募事業の実施にあたり特筆すべき事項があれば記入してください。
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